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2025年度全国日独協会連合会

年次総会参加報告

湘南日独協会 理事 星 野 諭

春もたけなわの４月２５日(金)午前１０時から午

後４時半まで、東京都品川区の日立製作所会議室に

て、全国の日独協会が一同に会する年次総会が開催

されました。当日は新たに加入が認められた青梅・

ボッパルト友好協会を含めて加入４１団体のうち２３

団体の代表が出席し、東原敏昭会長あいさつ、マル

ティン・フート駐日ドイツ大使館主席公使あいさつ、

総会決議事項・報告事項に続いて、各地協会報告、

昨年11/10～13にベルリン日独センターにて開催さ

れた「日独パートナーシップデイズ2024」とその結

果採択された「ベルリン宣言」についての報告と説

明、そして最後にNHK専門解説委員二村伸氏によ

る基調講演「ドイツの新政権と今後の展望－トラン

プ政権への対応」が行われました。

前日の晩には赤坂OAGドイツ東洋文化研究協会

ビル内のレストラン「Mahlzeit」にて前夜祭が、ま

た総会終了後午後６時より元近衛公爵邸だった日立

目白クラブにて懇親会が開催されました。参加各団

体の活動内容は様々ですが、その熱意は一様に強く

感じられます。参加者は互いに来年の再会を約し、

惜しみつつ会場をあとにしました。

織田正雄元会長を偲ぶ

湘南日独協会 相談役 大久保 明

当協会の第２代会長として、協会の発展にご尽力

された織田正雄様（９１歳）は２月２６日、逝去さ

れ、当協会より弔意を表しましたことをお知らせい

たします。

織田氏のご尊父（幹雄様）は、オリンピックの三

段跳びの金メダリストで知られている織田幹雄氏で

す。その父の意向で国際人として育てられ、アメリ

カ、ドイツでの教育も受け、旧東京銀行勤務当時よ

り、 ドイツとの関りが深く、民間人として日本とド

イツの各種団体の役員を通じて大きな足跡を残され

ました。

湘南日独協会の設立発起人の一人であり、さらに

第２代会長として、当協会の発展に尽力されました。

常に穏やかにどなたにも分け隔てなく対しておられ

た織田さんが忘れられません。ご冥福をお祈り申し

上げます。

左から大久保相談役、フート首席公使、星野理事
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一緒に運営する仲間を募集しています

湘南日独協会は、ドイツやドイツ語に興味を

持っている皆さんが集まって活動している任

意団体です。専従の事務局員はおらず、すべ

ての活動は会員による年会費と、都度の参加費

や受講料で賄われています。

ただいま多くの部会で運営を担当してくれる

仲間を募集しています。運営に参加できる方は

是非お知らせください。一緒に楽しく活動しま

しょう！ 会長 木原
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湘南日独協会催事カレンダー(2025年06月～2025年010月)  6月01日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第31回）

12日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：美しいベートーベンの音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：交響曲第2番、第4番、第6番、第9番より各抜粋他

読書会 09日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

23日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　M2　　　会費：1,000円

06月 SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 22日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「第二次世界大戦下の滞欧邦人～ドイツを中心に」

講師： 大堀聰氏　（現代史研究家）

概要： 戦時下のヨーロッパで暮らした日本人は華やかな洋行や、駐在員としての優雅な暮らしを

していたが、一転、戦火を潜り抜け、現地で敗戦を迎え、まさに着の身着のままで日本に

引き揚げる。講演はドイツでの体験談、すなわち、戦時中ドイツにいた人が戦後日本に

戻ってきて、そこで講師が直接聞いた話や、日記を見せてもらった話などを紹介する。

懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史　休会

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 08日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 27日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「英国料理はいかにして消滅したのか、イングリッシュ・ティーはなぜ好まれるのか？」

講師： 小野塚知二氏 （東京大学名誉教授、東京大学特任教授）

概要： 英国料理はまずいことで有名だが、かつてはその特色を活かした豊かな食文化があった。

それがいつ頃、どのようにして廃れてしまったのかについて西洋経済史の視点から考察し、

英国食文化史の１８～２０世紀を振り返る。

懇談会：有り

08月 読書会 25日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

見て聴いて楽しむ音楽史（第32回）

11日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：美しいフランスの音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：ドビュッシー「小組曲」、サン＝サーンス交響曲第3番「オルガン付き」

読書会 08日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

22日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 09日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　M2　　　会費：1,000円

09月 SWZ 18日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 21日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０３　　会費：1,500円

演題： 「世界を歪める陰謀論・真実とリアリティー（アルゴリズム・AIの危険性）」

講師： 林 薫氏 （グルーバル・ラーニング・サポート・コンサルタンツ代表　元立教大学教授）

概要： 今から四半世紀前、ICTが急速に発展し、情報交換の機会の拡大が明るい未来を創るという

楽観的な見通しがあった。だが、現在では新たな脅威が現実になり、アルゴリズムがこれに

大きな役割を果たし、AIの危険性も議論されてきている。AIを適切にコントロールし、

破局的な結果を回避するための方策について考えていく。

懇親会：有り

10月の行事は項目のみ記載、詳細及び追加行事は9月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史（第33回）

 9日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０３　　会費：1,500円

10月 読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

27日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 07日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

従来、講演会の会場として使用していたアカデミア７Ｆは、江ノ電沿線新聞社の移転により

使用できなくなり、ミナパーク会場となりましたのでご注意下さい。

各催しは変更される場合があります。最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

07月
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２月例会

講演「俳句という限りなきもの

      ジャンルを超えて」

講師 堀口みゆき氏 俳句結社「鷹」同人

神奈川県現代俳句協会「湘南サンシャイン句

会」代表

   寄稿者 理事 星 野 諭

堀口みゆき講師は正岡子

規、高浜虚子、水原秋櫻子

につらなる藤田湘子主宰の

結社「鷹」（現在小川軽舟

主宰）で50年にわたる俳句

の世界でのキャリアをス

タートされた。

そこで湘子主宰、及び「玉葱はいま深海に近づけ

り」などの難解句で有名な飯島晴子氏からの薫陶も

受けられた。講演要旨は以下の通り。

俳句の歴史を遡ると、漢詩、長歌、和歌、歌仙

（連句）、俳諧をへて現在の五七五の形にたどりつ

く。俳句が今や100ヵ国（語）以上の国際的広がり

を見せ、かつテレビ番組を通じて若者の世界にも浸

透しつつある理由は、17音という短詩形としての短

さにある。

海外と日本では風土の違いがあり、季語の使い方

が限られ、外国語では型として五七五にきちんと収

めるのは難しい。外国語で作られた俳句を日本語に

翻訳すると字余りになりがちだが、本意を理解工夫

して字数に収めることもできる。海外においては季

語が重なることもあるが、その場合は複数の季語の

うちどれかに重点がおかれていればよいとする見方

もある。西洋の鐘と日本の鐘の響きに違いがあるよ

うに、好まれる音色や余韻の長さにも国による違い

がある。「古池や」の蛙や、「（岩にしみいる）蝉

の声」を大多数の日本人は単数と受け止めるが、西

洋では複数と解釈することに抵抗がない。

俳句の五七五のリズムは４拍子の曲や８ビートと

通じる。「荒城の月」など歌曲の詞になったものも

多い。

歌仙と呼ばれる連句には表裏の流れがあり、静と

動、月の座・恋の座・花の座、無季（雑）の句と

いった型がある。連句のこうした型は、即興を可能

にするジャズセッションの基本ルールと似ている。

川柳には季語の制約がなく、風刺や時事が題材と

なる。短歌にも季語の制約がなく、こちらは感情表

現や主観的表現が強い。切り口であり結果をとらえ

る俳句に対して、短歌は時間の経過や流れをとらえ

る。このことは、絵画・写真（切り口）と映画（流

れ）の違いや、遠近法、モンタージュ手法にも通じる。

茶道のお点前・作法に裏千家、表千家といった流

派による差があるように、俳句の世界にも季語の扱

い方など結社による違いがある。華道においても型

（天地人）、バランス、素材、花器などの流派によ

る違いがあり、俳句の世界と相通じるものがある。

建築における構造（設計）、素材などの選び方にも

俳句との共通性がみてとれる。ジャンルが違っても

基本（土台）となるものは類似している。

以上のように俳句のもつ特徴は、様々な他のジャ

ンルと共通しているといえる。俳句の世界に垣根は

ない。本講演は、時空をこえて現代の若者や海外ま

で広がる五七五の謎にせまる、大変スリリングな２

時間だった。堀口講師の今後のますますのご活躍に

期待したい。

３月例会

講演「漱石と鴎外」

講師 藤野 満 氏  湘南日独協会会員

  寄稿者 会員 高橋忠夫

３月２３日の湘南日独協会

の例会にて、藤野満氏の「鴎

外と漱石」の講演を聴いた。

以下簡単にその報告を兼ねた

感想を述べたい。

「鴎外」と「漱石」は、同じ

明治の時期、各々ドイツとイギリスに留学したが、

彼の地での生活が前者は天国、後者は地獄に近い好

対照の留学生活となった。
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講師の藤野氏は留学のみならず、生まれた時から

死に至るまで二人の生涯も体系的に比較されたの

で、両者の生い立ちの違いも良く理解できた。二人

は飛び切りの秀才であったが、人生が全て順調に

行ったわけでもなく、鴎外は卒業成績が芳しくなく

軍医として留学、漱石にいたっては留学中神経衰弱

から精神に異常をきたすなど、生活に余裕がなく、

帰国後の著作に大きな影響があった。

講演で分かったのは、鴎外は帝大医学部在学中か

ら、若くしてドイツ語に堪能であり、明治１７年か

ら２１年の４年間のドイツ留学中、日本からの要人

の通訳はもとより、訪独した西園寺公望の代理講演

を行ったり、ナウマン博士と新聞紙上で論争をする

など、現地のドイツ人の間でも高い評価を得た。医

学でも鴎外は衛生学を収め、その後の日本の医学の

発達に大きな貢献をしている。

明治３３年から３５年の２年間イギリスに留学し

た漱石は、帝大主任教授のディクソンから方丈記の

翻訳を頼まれ名訳を残すなど、帝大在学中から高い

英語力を示した。しかし彼は、長年悩んでいた「文

学とは如何なるものか」の解が得られず、限られた

留学費で高額な書籍を多数購入し、その命題を模索

するあまり精神を壊してしまった。

明治という時代、海外との行き来が現代のように

テレビ、ラジオ、インターネット等はなく、外国の

文化、言語に接する機会がずっと少なかった時代で

ある。日本の大学在学中、外国人の先生がいて、外

国語を学べたにせよ、現在の我々と比べて、ただた

だすごい人たちが居たと感嘆するばかりだ。本邦帰

国後は、二人とも文豪として、多くの著作を発表し、

鴎外は、さらに医学の分野でも貢献をした。

二人の作品

の中に、日清

戦争、日露戦

争に勝利した

日本の将来を

危ぶむことを

暗示する作品もあるが、当時最先端の文化を持った

欧州を見て来た人でなくては書けなかったことであ

ろうと想像している。今回の藤野氏のご講演は、時

間も限られた中でのお話だったので質疑応答が出来

なかったのが残念であった。続きのお話や議論を是

非また期待したいと思います。

湘南日独協会 第２６回定時総会ご報告

開催日時 2025年5月11日（日）14：00～15：00

会 場 ミナパーク ５０５会議室

配布資料（事前郵送済）： 総会議事次第、2024年度

活動報告、2024年度決算報告並びに監査報告、役員選

出、2025年度事業計画、2025年度収支予算書

事前郵送済の資料に基づき執行部より説明。質疑応

答、採決の結果、提出各議案全てについて、賛成多

数で、承認された。（議決判定計算式： 賛成数 ＋ 

一任数 ＞ 1/2 議決権行使数合計）

各議案に対する議決権行使結果（投票数）は下記の

通り：

尚、議事の過程で、他の日独協会との交流を更に活

発化するべきとの意見が出され、その方向で検討す

る旨の回答があった。

出席
行使

書面
行使

一任
回答

棄権
議決権
総数

5 29 21 48 103

賛成 ＋
一任

反対 承認可否

第１号議案：

2024年度活動報告
55 0 承認

第２号議案：

2024年度会計報告
54 1 承認

第３号議案：

2024年度監査報告
54 1 承認

第４号議案：

役員選出
54 1 承認

第５号議案：

2025年度事業計画
54 1 承認

第６号議案：

2025年度予算案
54 1 承認

会費納入のお願い

今年度は、近年になく速いペースでたくさんの方の会

費納入が終了しました。ご協力ありがとうございました。

数名の方が未納です。お早目の振込をお願い致します。 

振込先：ゆうちょ銀行 00210-9-22718 湘南日独協会

編集後記 新年度が始まりました。各種サークルへ是

非トライして下さい。 大久保

講演会後の懇親会
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２月例会

講演「俳句という限りなきもの

      ジャンルを超えて」

講師 堀口みゆき氏 俳句結社「鷹」同人

神奈川県現代俳句協会「湘南サンシャイン句

会」代表

   寄稿者 理事 星 野 諭

堀口みゆき講師は正岡子

規、高浜虚子、水原秋櫻子

につらなる藤田湘子主宰の

結社「鷹」（現在小川軽舟

主宰）で50年にわたる俳句

の世界でのキャリアをス

タートされた。

そこで湘子主宰、及び「玉葱はいま深海に近づけ

り」などの難解句で有名な飯島晴子氏からの薫陶も

受けられた。講演要旨は以下の通り。

俳句の歴史を遡ると、漢詩、長歌、和歌、歌仙

（連句）、俳諧をへて現在の五七五の形にたどりつ

く。俳句が今や100ヵ国（語）以上の国際的広がり

を見せ、かつテレビ番組を通じて若者の世界にも浸

透しつつある理由は、17音という短詩形としての短

さにある。

海外と日本では風土の違いがあり、季語の使い方

が限られ、外国語では型として五七五にきちんと収

めるのは難しい。外国語で作られた俳句を日本語に

翻訳すると字余りになりがちだが、本意を理解工夫

して字数に収めることもできる。海外においては季

語が重なることもあるが、その場合は複数の季語の

うちどれかに重点がおかれていればよいとする見方

もある。西洋の鐘と日本の鐘の響きに違いがあるよ

うに、好まれる音色や余韻の長さにも国による違い

がある。「古池や」の蛙や、「（岩にしみいる）蝉

の声」を大多数の日本人は単数と受け止めるが、西

洋では複数と解釈することに抵抗がない。

俳句の五七五のリズムは４拍子の曲や８ビートと

通じる。「荒城の月」など歌曲の詞になったものも

多い。

歌仙と呼ばれる連句には表裏の流れがあり、静と

動、月の座・恋の座・花の座、無季（雑）の句と

いった型がある。連句のこうした型は、即興を可能

にするジャズセッションの基本ルールと似ている。

川柳には季語の制約がなく、風刺や時事が題材と

なる。短歌にも季語の制約がなく、こちらは感情表

現や主観的表現が強い。切り口であり結果をとらえ

る俳句に対して、短歌は時間の経過や流れをとらえ

る。このことは、絵画・写真（切り口）と映画（流

れ）の違いや、遠近法、モンタージュ手法にも通じる。

茶道のお点前・作法に裏千家、表千家といった流

派による差があるように、俳句の世界にも季語の扱

い方など結社による違いがある。華道においても型

（天地人）、バランス、素材、花器などの流派によ

る違いがあり、俳句の世界と相通じるものがある。

建築における構造（設計）、素材などの選び方にも

俳句との共通性がみてとれる。ジャンルが違っても

基本（土台）となるものは類似している。

以上のように俳句のもつ特徴は、様々な他のジャ

ンルと共通しているといえる。俳句の世界に垣根は

ない。本講演は、時空をこえて現代の若者や海外ま

で広がる五七五の謎にせまる、大変スリリングな２

時間だった。堀口講師の今後のますますのご活躍に

期待したい。

３月例会

講演「漱石と鴎外」

講師 藤野 満 氏  湘南日独協会会員

  寄稿者 会員 高橋忠夫

３月２３日の湘南日独協会

の例会にて、藤野満氏の「鴎

外と漱石」の講演を聴いた。

以下簡単にその報告を兼ねた

感想を述べたい。

「鴎外」と「漱石」は、同じ

明治の時期、各々ドイツとイギリスに留学したが、

彼の地での生活が前者は天国、後者は地獄に近い好

対照の留学生活となった。
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講師の藤野氏は留学のみならず、生まれた時から

死に至るまで二人の生涯も体系的に比較されたの

で、両者の生い立ちの違いも良く理解できた。二人

は飛び切りの秀才であったが、人生が全て順調に

行ったわけでもなく、鴎外は卒業成績が芳しくなく

軍医として留学、漱石にいたっては留学中神経衰弱

から精神に異常をきたすなど、生活に余裕がなく、

帰国後の著作に大きな影響があった。

講演で分かったのは、鴎外は帝大医学部在学中か

ら、若くしてドイツ語に堪能であり、明治１７年か

ら２１年の４年間のドイツ留学中、日本からの要人

の通訳はもとより、訪独した西園寺公望の代理講演

を行ったり、ナウマン博士と新聞紙上で論争をする

など、現地のドイツ人の間でも高い評価を得た。医

学でも鴎外は衛生学を収め、その後の日本の医学の

発達に大きな貢献をしている。

明治３３年から３５年の２年間イギリスに留学し

た漱石は、帝大主任教授のディクソンから方丈記の

翻訳を頼まれ名訳を残すなど、帝大在学中から高い

英語力を示した。しかし彼は、長年悩んでいた「文

学とは如何なるものか」の解が得られず、限られた

留学費で高額な書籍を多数購入し、その命題を模索

するあまり精神を壊してしまった。

明治という時代、海外との行き来が現代のように

テレビ、ラジオ、インターネット等はなく、外国の

文化、言語に接する機会がずっと少なかった時代で

ある。日本の大学在学中、外国人の先生がいて、外

国語を学べたにせよ、現在の我々と比べて、ただた

だすごい人たちが居たと感嘆するばかりだ。本邦帰

国後は、二人とも文豪として、多くの著作を発表し、

鴎外は、さらに医学の分野でも貢献をした。

二人の作品

の中に、日清

戦争、日露戦

争に勝利した

日本の将来を

危ぶむことを

暗示する作品もあるが、当時最先端の文化を持った

欧州を見て来た人でなくては書けなかったことであ

ろうと想像している。今回の藤野氏のご講演は、時

間も限られた中でのお話だったので質疑応答が出来

なかったのが残念であった。続きのお話や議論を是

非また期待したいと思います。

湘南日独協会 第２６回定時総会ご報告

開催日時 2025年5月11日（日）14：00～15：00

会 場 ミナパーク ５０５会議室

配布資料（事前郵送済）： 総会議事次第、2024年度

活動報告、2024年度決算報告並びに監査報告、役員選

出、2025年度事業計画、2025年度収支予算書

事前郵送済の資料に基づき執行部より説明。質疑応

答、採決の結果、提出各議案全てについて、賛成多

数で、承認された。（議決判定計算式： 賛成数 ＋ 

一任数 ＞ 1/2 議決権行使数合計）

各議案に対する議決権行使結果（投票数）は下記の

通り：

尚、議事の過程で、他の日独協会との交流を更に活

発化するべきとの意見が出され、その方向で検討す

る旨の回答があった。

出席
行使

書面
行使

一任
回答

棄権
議決権
総数

5 29 21 48 103

賛成 ＋
一任

反対 承認可否

第１号議案：

2024年度活動報告
55 0 承認

第２号議案：

2024年度会計報告
54 1 承認

第３号議案：

2024年度監査報告
54 1 承認

第４号議案：

役員選出
54 1 承認

第５号議案：

2025年度事業計画
54 1 承認

第６号議案：

2025年度予算案
54 1 承認

会費納入のお願い

今年度は、近年になく速いペースでたくさんの方の会

費納入が終了しました。ご協力ありがとうございました。

数名の方が未納です。お早目の振込をお願い致します。 

振込先：ゆうちょ銀行 00210-9-22718 湘南日独協会

編集後記 新年度が始まりました。各種サークルへ是

非トライして下さい。 大久保

講演会後の懇親会




